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顔

地域の医療連携機関の皆様、謹んで新年度の
ご挨拶を申し上げます。

平素より当院の診療活動に対し、多大なるご
理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
当院では2024年度から続く中期目標の最終年
度を迎え、今年度は「オール北医療で呼び込め
新患」のスローガンのもと、地域医療の核とし
ての機能をさらに強靭化する方針です。

本年度の運営計画における最重要課題は、地
域社会を支える急性期医療の積極的な展開です。
札幌市の新救急医療体制に基づき、二次救急の
バックアップや各専門領域での応需体制を再整
備し、地域に必要とされる救急医療を検証・実
行してまいります。特に、複雑な病態を有する
症例に対しては、一般内科を中心とした横断的
な医療を推進し、皆様からのご紹介に迅速かつ
柔軟に対応できる体制を構築いたします。

また、入院前から退院後までを俯瞰する
「Patient Flow Management（PFM）」を強化
し、多職種連携による効率的な入退院支援を徹
底いたします。北海道難病診療連携拠点病院や、
移行期医療支援センターとしての役割も一層果
たし、専門性の高い医療ニーズへの応需を継続
してまいります。

本年も、最新鋭のロボット手術や医療DXの
推進、そして医師の働き方改革を通じた質の高
い医療提供に努める所存です。地域の皆様が安
心して医療を受けられるよう、緊密な連携をお
願い申し上げるとともに、ご要望などがありま
したらお気軽にご連絡をいただきたいと存じま
す。本年度も変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りま
すようお願い申し上げます。

令和8年4月 病院長 伊東 学

新年度
ご挨拶

Integrated Care for Community

2026年4月より，副院長を拝命しました．
これまで，臨床研究部長として当院の臨床研
究を推進する役割を担ってきましたが，同時
に，専門である神経免疫疾患センターや認知
症疾患医療センターの他，難病やセーフティ
ネット系の医療の運営にも深く関わってきま
した．今後は，これらの疾患における医療に
加え，病院全体に目配せしながら，地域の医
療機関の皆様と深く関係性を強めていきたい
と考えております．西区並びにその近隣の，
そして札幌市内，なかには道内の医療施設か
ら信頼していただける，頼られる病院を目指

していきたいと考えて
います．そのことが，
住民の皆様の安心につ
ながると思いますので，
それを使命としながら，
副院長としての職務に
あたってまいります．

とはいえ，今は，一つの医療機関で地域の皆
様に安心を届けられる時代ではありません．
住民の方々に安心を届けるためのキーワード
は「連携」だと考えています．令和6年4月1
日に私が地域医療連携室長を拝命したとき，
こ ち ら の 「 れ ん け い NEWS 」 に お い て ，
『「顔の見える関係」の先の「連携」を構築
できるよう努力していきます』と述べたので
すが，その考えは今でも変わっておりません．
そのために努力していく所存ですが，何かお
気づきの点などございましたら，是非，忌憚
なきご意見をいただければ幸いです．当院と
一緒に医療をやってよかった，と言っていた
だけるよう努めて参りますので，どうぞよろ
しくお願い申し上げます．

副院長 新野正明

副院長就任 ご挨拶
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当院は、三次救命救急の超急性期医療から、神経難病、小児慢性疾患、筋ジスト
ロフィー・重症心身障害、精神科身体合併症、結核まで、幅広いセーフティーネッ
ト機能を担っております。こうした特性を背景に、地域医療の中でどのような役割
を果たしていくのか、具体的にご紹介いたします。

昨年度の様子

面会緩和のお知らせ
～2026年4月より～

＜4月1日からの変更点＞

予約は不要になります
ナースステーションで面会申込書を記載し
面会証をお受けとりいただきます

面会可能時間帯は17時までに延長します

人数制限、面会時間制限はありません

感染流行期（11月～4月）以外は小学生以下の
お子さまも面会可としております

患者さまが心穏やかに療養生活を送り、ご家族や親し
い方との時間を安心してお過ごししていただけるよう、面会
の時間を見直しました

地域でつながる、その一歩を。 ―第7回 地域連携大会のご案内―
本大会は、地域の医療機関の皆様と「顔の見える関係」を築き、日常診療に直結

する連携の質を高めることを目的として開催しております。第7回となる今回は、
より実践的で“明日からの連携に活かせる”内容を考えました。

【プログラム】
◆精神科身体合併症病棟

― 実際の受け入れ体制についてのご紹介
◆在宅療養後方支援病院

― 地域課題とこれからの連携のかたち
◆災害医療拠点病院

― いざという時のための自助・共助・公助
◆当院の取り組み

―地域連携ホットライン
Dr to Drの相談を一本化した迅速な連携体制
―オンライン予約システム
紹介・受診をよりスムーズに

ご多用の折とは存じますが、ぜひご参加
くださいますようお願い申し上げます。

【お申込みについて】
大会のポスターを同封しています。
応募フォーム（URLまたはQRコード）
よりお申込みください。当院のホームページで
もご案内しております。



• メールアドレスの登録にご協力ください。

• メール配信によるメリット

• ・タイムリーな情報入手ができる

• ・貴院様の施設内共有がしやすい 等

• ぜひ、ご登録お願いいたします。
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北海道医療センターは
５月から

オンライン予約
はじめます！

いつでも

簡単

便利

５月婦人科からスタートします！
今後、ほかの診療科も増やしていく予定です

医療機関様より、診療情報提供書・画像CD-R
等を患者さんにお渡しください。
（オンライン予約の対象科は診療情報提供書の
事前FAXは不要です）

24時間いつでも患者さんご自身で予約を
お取りいただけます。（受診前日まで）

予約当日、診療情報提供書・画像CD-Rを
持参し受診いただきます。

お問い合わせは、地域医療連携室
011-611-8116までご連絡ください。

地域医療連携室長 ：佐藤 実

地域医療連携室副室長 ：白戸 めぐみ

地域医療連携係長 ：篠原 恵里

医療連携室副看護師長 ：鈴木 かおり

主任医療社会事業専門員：濱口 晃郎

TEL：011-611-8116（連携室直通）

011-611-8111（代表）

                                          FAX：011-611-8112（連携室直通）

ホームページ：http://Hokkaido-mc.hosp.go.jp/area/index.html
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